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サステナビリティ基本方針の策定及び重要課題（マテリアリティ）の特定に関するお知らせ 
 
 

当社グループは、「サステナビリティ基本方針」を策定するとともに、サステナビリティの観点から優先して取り組む

べき「重要課題（以下、「マテリアリティ」という。）」を特定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．サステナビリティ基本方針 

  

富士興産グループは、「地域のくらしと社会基盤を支えるエネルギーやサービスをお客様に安定的に提供する」と

いう、私たちのミッションに基づく事業活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献するとともに企業価値の持続的

な向上を目指します。 

 

２．マテリアリティの特定 
 

当社グループは、サステナビリティ委員会においてＴＣＦＤ（気候関連財務情報開示タスクフォース）の枠組みに

従い、対象となる事業の規模を表す「影響度」とリスク・ 機会となりうる気候関連の事象の「発生度」から、当社

グループの各事業におけるリスク・機会の重要度を評価し、当社グループのサステナビリティに係るマテリアリティ

を特定するとともに、当該マテリアリティに対する戦略の概要を次のとおり策定いたしました。 

 

分 類 マテリアリティ 戦略の概要 

Ｅ 

（環境） 

①環境への貢献 

環境負荷低減に資する製品・サービスの提供 

サーキュラーエコノミーを担うリサイクル事業等の推進 

シェアリングエコノミーに貢献するレンタル事業等の推進 

②良質な製品 

・サービスの提供 

社会の要請に対応した製品・サービスのラインナップの拡充 

Ｓ 

（社会） 

サプライチェーンの維持強化 

③人材育成 

・社内環境整備 

社員のエンゲージメントの向上 

人材の多様性の推進 

将来を担う人材の育成促進 

④地域社会への貢献 

地域に根ざした事業展開の推進 

製品・サービスの供給体制の強化 

災害発生時の供給体制・サービス体制の維持と強化 

Ｇ 

（ガバナンス） 

⑤コーポレート 

・ガバナンスの強化 

経営の透明性を高めるコーポレート・ガバナンス体制の構築 

コンプライアンスの徹底 

非財務情報を含む情報開示の充実 

 

３．サステナビリティ推進体制 
 

当社グループは、委員長を代表取締役社長とし、各グループ会社の代表取締役社長、当社の取締役（社外取締役及

び監査等委員である取締役を除く。）及び当社の各部長を委員とするサステナビリティ委員会において、当社グループ

のサステナビリティに関する基本方針の策定、マテリアリティの特定、マテリアリティに基づく目標設定及び進捗管

理を行います。   

また、本委員会の審議内容は、当社グループ各社の取締役会に報告することとしております。 

以上 


